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日本の物語とアニミズム表現
～自然への眼差しと心の理論～

日本の絵画表現の歴史を振り返ると、他国のそれと比較して独特なのは、どの時代
でも動物が描かれてきたことです。もっとも古く親しまれている例としては、異時同
図で描かれた《鳥獣人物戯画》が挙げられます。そこでは兎、蛙、猿などの生き物が
ユーモラスに描かれながら、まるで人間かのような感情をもった生き生きとした様子
で、楽しげな物語を進行させています。その後、異時同図ではない表現が多くなりま
すが、屏風絵、襖絵、浮世絵などで動物が戯れている様子は長らく描かれてきました。

作者不明《鳥獣人物戯画》12～13世紀
東京国立博物館蔵

文明と宗教の発展において、日本はとても稀
有な特徴を持っています。人類は１万年ほど前
に狩猟採集生活から農耕定住生活に移行し、５
千年頃前には古代国家が確立されます。この時
には、自然信仰による古代宗教が形成され、偶
像崇拝が行われていました。しかし、2.5千年
頃前には書物によって規定された普遍宗教が発
明され、国や時代を跨いで信仰され現在に至っ
ています。日本の自然信仰には、ユダヤ教、キ
リスト教、イスラム教、仏教、儒教のように、
文字言語によって行動規範を定める戒律（成文
規範）がなく、信仰の対象は抽象的普遍的な概念ではありません。人間たちの身近に
ある自然が信仰の対象であり、それとともに生活している慣習の中に行動規範があり
ます（不文規範）。ユーラシア大陸にあった自然信仰による古代宗教の勢力は、中世
までの国家を跨いだ度重なる戦争によって普遍宗教に入れ替わってきましたが、島国
の日本では奇跡的に自然信仰が温存されてきました。その中で、動物をあたかも人間
と同様の心や感情を持っているかのような存在として描くアニミズム的表現が発達し、
作品の中ではしばしば登場人物(?)の関係性や物語性が表されてきました。
《鳥獣人物戯画》は日本最古の漫画とも言われますが、私たちに身近なサブカル作

品を見てみると、やはり動物をキャラクターにした作品が長い期間にわたって多く見
られます。古い例だと田河水泡の《のらくろ》（1931年-）や手塚治虫の《ジャング
ル大帝》（1950年-）から、近年でも動物がキャラクターになる作品は宮崎駿や細田
守らによって継続して創作されてきています。人間はその進化のプロセスで、他者の
心を高度に読み取ったり共感したりする「心の理論」を獲得してきて、これは発達の
プロセスでは幼児期に獲得されることが分かっています。この「心の理論」を「自然
に眼差す」ことが、時代を超えた日本の物語に見られるアニミズム表現の特徴的な心
性だと言えそうです。そして自然との一体化を目指すのは、例えば次の狩野安信の言
葉に見るように、日本の画家たちが目指すところでもありました。このように振り返
ると、環境問題を抱えるグローバル化した世界に対して、自然への共感や共生の可能
性を投げかける少なからぬ力を、日本の文化は持っているのかもしれません。

天地同体、森羅万象、画も筆も天地同根、万物一にして隔てはない。例え
ば、鶴を描こうとすると、筆が鶴になるのか、鶴が筆になるのか、描く人
も知らず、鶴も知らず、描く人と鶴とが一体になってその図が現れてくる。

狩野安信『画道要訣』1680年
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